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証明論的意味論 US`QQ7@h?2Q`2iB+ a2K�MiB+b- Sha- +7X (Ry)Vは，文の意味をその文
がどのように証明されるかを定めることによって与える，証明論に基づく意味論であ
りR，モデル論的（表示的）な意味にěĜ少なくとも明示的にはěĜ依拠することなく言
語の意味を説明する理論である．最も有名な.mKK2iiĜS`�rBix流のSha (k- d)は「文
の意味にプリミティブに寄与するのは主張行為のみ」という単側面説 UlMBH�i2`�HBbKV
に基づいており，.mKK2iiはこの枠組みの下で直観主義論理は正当化できるが古典
論理は正当化できないとして古典論理に対する批判に利用した (k)．
一方で，主張のみならず否認も文の意味に寄与するという考え方を双側面説 U"BH�i@

2`�HBbK- +7X (R9)Vと呼び，_mK}ii (3- N)はこの考えに基づき双側面古典論理 U"BH�i2`�H
*H�bbB+�H GQ;B+- "*GVを提案した．"*Gは通常の古典自然演ᜍの（主張の）論理規
則に加え，否認の論理規則，主張と否認の協調原理 U*Q@Q`/BM�iBQM S`BM+BTH2bVによ
り定義され，_mK}iiはこの "*Gの議論により古典論理の正当化を与えた (3)．
しかし 62``2B`� (j)や鈴木 (R8)が指摘するように_mK}iiの古典論理の正当化は協

調原理に関する議論が不十分であり，Shaの観点からは正当化が達成できていない．
この問題に対して鈴木 (R8)は反証主義的双側面説を提案し，Shaの枠組みを拡張す
ることで解決を与えたが，本研究では異なる観点から協調原理の問題に取り組む．
本発表では_mK}iiが提案した "*Gに対して *m``vĜ>Qr�`/対応 U+7X (Rj)V を通

じた計算的解釈を与える．具体的には"*Gの自然演ᜍに対応する双側面型付き �計
算を定め，その計算的構造が"*Gの推論構造を捉えることを述べる．提案体系の最
も特徴的な点は，以下の表 Rに示す通り「主張と否認」の概念が計算機科学でよく
知られた「式と継続」 (9) という概念に一致し，また，協調規則がそれらの間の型付
け規則として表される点にある．加えて，通常の*m``vĜ>Qr�`/対応の場合と同様
に "*Gの証明図は双側面 �計算の項に一致するが，協調規則が関係する証明の正
規化は式と継続との間の相互作用による計算として定式化できることを見る．

表 R, 双側面説に基づく形式体系の *m``vĜ>Qr�`/対応
双側෮古典 U"*GV 双側෮型付き �計算

主張+A 式の型+A

否認�A 継続の型�A

論理規則 式の型付け規則 � 継続の型付け規則
協調規則 式と継続との間の型付け規則

さらに本研究で提案する双側面 �計算は全く異なる文脈で考案された GQp�bらに
よる計算体系 (e)と本質的に同等であり，そのメタ数学的性質がq�/H2`の双対計算
U.m�H *�H+mHmbV (Rk- R)への埋め込みを通じて示せることを述べる．こうして得られ
た結果から，提案体系が"*Gの推論構造ěĜ特に協調原理ěĜに対して計算の観点か
ら自然な解釈を与えることを議論する．また時間が許せば 6BHBMbFBの対称 �計算 (9)
の浅井らによる定式化 (Re- RR)，および，近年の関連研究との位置付けを概説する．
本発表は鈴木佑京氏との共同研究に基づく．
Rその萌芽は:2Mix2Mの博士論文 (8)にすでに現れ，彼は「論理結合子の意味は，当該結合子の導入

規則によって定まり，除去規則はその定義からの帰結に過ぎない」という趣旨の記述を残している．
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